
見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

パターン03-CS   T -90 × Y -80

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆さまの声をお聞かせください

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-6779-9487（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　4748

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝
（図書カード500円）を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書が
お手元に到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
（株式会社 a2mediaについての詳細 https://www.a2media.co.jp）

※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしに
これ以外の目的に使用することはありません。 （1809）

kabu@wjm.jp

会 社 情 報 / 株 式 情 報
C o r p o r a t e  P r o f i l e  /  S t o c k  I n f o r m a t i o n

社 名 株式会社構造計画研究所
英 文 商 号 KOZO KEIKAKU ENGINEERING Inc.
設 立 年 月 日 1959年5月6日
資 本 金 1,010百万円
決 算 期 6月
上 場 市 場 東京証券取引所（JASDAQスタンダード）
事 業 内 容 エンジニアリングコンサルティング／

プロダクツサービス

会社概要（2019年9月30日現在）

事業所所在地
本 　 　 所 〒164-0012　東京都中野区本町4-38-13

日本ホルスタイン会館内
本 所 新 館 〒164-0011　東京都中野区中央4-5-3
本 所 別 館 〒164-0012　東京都中野区本町6-16-11

A.Sビル新中野 4F、5F
中野イノベーション
オ フ ィ ス

〒164-0001　東京都中野区中野4-10-2　
中野セントラルパーク サウス2F

名 古 屋 支 社 〒450-6325　愛知県名古屋市中村区名駅1-1-1　
JPタワー名古屋25Ｆ 

大 阪 支 社 〒541-0047　大阪府大阪市中央区淡路町3-6-3　
御堂筋MTRビル5F

福 岡 支 社 〒812-0012　福岡県福岡市博多区
博多駅中央街8-1　JRJP博多ビル8F

熊本構造計画
研 究 所

〒869-1235
熊本県菊池郡大津町室1315

上 海 駐 在 員
事 務 所

〒200120　中華人民共和国上海市浦東新区
世紀大道100号  上海環球金融中心15F

KKE SINGAPORE 
PTE. LTD.

Level 11, Marina Bay Financial Centre
Tower 1, 8 Marina Blvd, Singapore 018981

発行可能株式総数 21,624,000株
発 行 済 株 式 総 数 5,500,000株
株 主 数 2,812名

株式の状況（2019年9月30日現在）

株主メモ
事 業 年 度 7月1日～翌年6月30日
定 時 株 主 総 会 毎年9月
配当金受領株主確定日 3月31日、6月30日、9月30日および12月31日
基 準 日 6月30日
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1

（郵送先）〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL: 0120-232-711　（通話料無料）

公 告 の 方 法 電子公告により行う
公 告 掲 載 URL https://www.kke.co.jp（ただし、電子公告によることがで

きない事故、その他のやむを得ない事由が生じたときは、日
本経済新聞に公告いたします。）

ヒト・モノ・コトをつなぐエンジニアリングで、  
社会をうごかすさまざまな仕組みを創出していきます。

証券コード
4748

第62期
第1四半期
株主通信
2019年7月1日～
2019年9月30日



（注） 当社は2017年6月期（第59期）より、四半期配当制度を実施しております。

　当第１四半期累計期間の当社の経営成績は、売上高は25億46百万円（前年同四半期は17億48百万円）、営業利益は55百万円（前年同四
半期は３億75百万円の損失）、経常利益は31百万円（前年同四半期は３億54百万円の損失）、四半期純利益は17百万円（前年同四半期は２億
50百万円の損失）となりました。
　受注残高につきましては、前年同四半期を上回る75億72百万円（前年同四半期は64億２百万円）を確保するとともに、その利益性に関して
も向上しており、当事業年度末に向けた事業活動は順調に推移しております。

第1四半期累計期間の業績
前事業年度

2019年
6月30日現在

当第1四半期
2019年

9月30日現在

（資産の部）
流動資産 4,195,516 4,109,356

現金及び預金 1,351,550 825,225
受取手形及び売掛金 1,415,523 1,349,454
仕掛品 702,261 955,885
その他 726,181 978,791

固定資産 8,803,258 8,701,426
有形固定資産 5,053,604 5,030,801
無形固定資産 439,918 416,496
投資その他の資産 3,309,735 3,254,129

資産合計 12,998,775 12,810,783
（負債の部）
流動負債 3,636,613 4,224,117

買掛金 238,198 204,546
短期借入金 10,000 610,000
1年内返済予定の長期借入金 541,832 1,083,632
その他 2,846,582 2,325,938

固定負債 3,935,787 3,255,799
長期借入金 1,386,471 699,838
社債 350,000 350,000
株式報酬引当金 63,477 68,743
退職給付引当金 2,004,634 2,013,090
役員退職慰労引当金 40,000 40,000
資産除去債務 56,028 56,152
その他 35,175 27,975

負債合計 7,572,400 7,479,916
（純資産の部）
株主資本 5,435,757 5,367,668

資本金 1,010,200 1,010,200
資本剰余金 1,159,926 1,159,926
利益剰余金 4,117,147 3,893,408
自己株式 △851,517 △695,866

評価・換算差額等 △9,382 △36,801
純資産合計 5,426,374 5,330,866
負債純資産合計 12,998,775 12,810,783

前第1四半期累計
2018年 7 月 1 日から
2018年 9 月30日まで

当第1四半期累計
2019年 7 月 1 日から
2019年 9 月30日まで

売上高 1,748,784 2,546,170

売上原価 959,182 1,176,109

売上総利益 789,602 1,370,060

販売費及び一般管理費 1,164,964 1,314,808

営業利益又は営業損失（△） △375,362 55,252

　営業外収益 29,010 1,787

　営業外費用 8,322 25,292

経常利益又は経常損失（△） △354,674 31,747

　特別損失 153 ―

税引前四半期純利益又は
税引前四半期純損失（△） △354,828 31,747

　法人税、住民税及び事業税 1,426 2,033

　法人税等調整額 △105,864 12,547

四半期純利益又は
四半期純損失（△） △250,390 17,166

1Q配当金 中間配当金

記念配当
3Q配当金 期末配当金
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第1四半期 期末

2016

10,947

2017

11,852

2018

11,500

2019

11,966

2020

12,700
（予想）

（年）

2,5461,794 2,113 1,650 1,748

第1四半期 期末

2016

1,007

△274 △348 △427 △375

2017

990

2018

1,100

2019

1,241

2020

1,500
（予想）

（年）

55

第1四半期 期末

2016

943

△287

2017

905

△363

2018

1,077

△436
2019

1,246

△354

2020

1,470
（予想）

（年）

31

第1四半期 期末

2016

671

△186

2017

615

△259

2018

860

△325

2019

682

△250

2020

1,000
（予想）

（年）

17

売上高（単位：百万円） 営業利益（単位：百万円） 経常利益（単位：百万円） 当期純利益（単位：百万円）

受注高 売上高 受注残高
（単位：百万円）

2019年6月期
（第1四半期）

2020年6月期
（第1四半期）

2,171

1,126

5,401

3,105

1,854

6,446

受注高 売上高 受注残高
（単位：百万円）

2019年6月期
（第1四半期）

2020年6月期
（第1四半期）

559
622

1,000

735 691

1,126

セグメント別の概況

　当第１四半期累計期間においては、
構造設計コンサルティング業務、住
宅メーカ向けシステム開発業務、お
よび建設・製造業向けシステム開発
業務が堅調に推移しました。利益率
の高いこれらの業務において事業活
動が拡大したため、売上及び利益に
つきましては順調な滑り出しとなって
おります。
　この結果、当第１四半期累計期間
においては、前年同四半期累計期間
と比較して、増収増益となりました。

エンジニアリングコンサルティング
　当第１四半期累計期間においては、米
国SendGrid, Inc.のクラウドベースメー
ル配信サービスや米国LockState, Inc.
の入退室管理クラウドサービスが順調に
販売を拡大しました。また、設計者向け
CAEソフト、粒子法流体解析ソフトの販
売については、一部消費税増税の影響
を受けつつ堅調に推移し、当セグメント
全体としては着実に進捗しております。
　この結果、当第１四半期累計期間にお
いては、前年同四半期累計期間と比較
して、増収増益となりました。

プロダクツサービス

四半期貸借対照表（要旨）� （単位：千円） 四半期損益計算書（要旨）� （単位：千円）

配当の推移（単位：円） 配当利回り（単位：%）

財 務 諸 表
F i n a n c i a l  D a t a

業 績レビュー
R e v i e w  o f  O p e r a t i o n s
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E v e n t sP i c k U p

　当社設立60周年を記念した社内フォーラムを、9月
12日～13日に北陸・能登の地で開催しました。初日
には優れたプロジェクトを取り上げ、ポスターセッション
やショートプレゼンを行う「プロジェクト表彰」が行われ、
2日目には「能登スタディーツアー」が実施されました。

「大人の修学旅行」というコンセプトのもと、各々が課
題意識を持って主体的に参加し、有意義な時間を共有
することができました。

「プロジェクト表彰」ではポスター
セッションが行われ、対話の中
でプロジェクトの意義や成果が
共有されました。

世界農業遺産「能登の里山里海」
の代表的な棚田、「白米千枚田

（しろよねせんまいだ）」。

社内フォーラム� 2 0 1 9 �開催　

展示会場では、構造設計部によるコンピュテー
ショナルデザインを活用したモックアップ展示
など、当社の最新の取り組みをご覧いただき
ました。

Ask the Speakerの様子。講演終了後に場
を移して講師の方を囲み、より近い距離で議
論や質疑応答をするという新たな試みです。

多様な分野の講演が行われ、当日は約1,000
名の方にご来場いただきました。

　10月31日にKKE Vision 2019を開催しました。KKE Visionは、より良い社会の実現に向けて、社会のさま
ざまな「知」を多くの方々と共有する場の提供を目的として、2002年より毎年開催しているイベントです。
　本年は「デジタルとリアルをつなぐ」をテーマに掲げ、講師の方から最新の知見や取り組みをご発表いただき
ました。さらに所員による展示や講演を通じて、多くの方々の間で双方向の対話が生まれ、「知」のサイクルを
生み出すきっかけが育まれました。

KK E � V i s i o n � 2 0 1 9開催 �～デジタルとリアルをつなぐ～

　社外取締役として新たに3名の方にご就任いただいております。

G o v e r n a n c e
　当社は2019年9月11日開催の定時株主総会をもちまして、ガバナンスのより一層の向上を目指して、監査等委員会設
置会社から、指名委員会等設置会社へ移行いたしました。
　取締役会は社外取締役5名を含む12名で構成され、原則として年4回以上開催し、経営の基本方針やその他重要な業
務執行を決定し、執行役の職務遂行を監督することとしています。
　また、指名委員会等設置会社に関する会社法の規定に基づき、指名・報酬・監査委員会を設置しています。各委員会
は過半数が社外取締役で構成されているため、第三者を含めて議論できる環境が整えられました。

ガバナンスのさらなる向上を目指して

　大手医療機器メーカーの代表取締役を務
めるなど、長年にわたりグローバルな会社経
営に携わり、会社経営に関する豊富な経験
と見識をお持ちです。

■ 新宅 �祐太郎氏

　長年にわたり国内外の金融業務に従事され、
海外駐在の経験から海外ビジネスにも精通し、
組織運営・財務および会計等に関して豊富
な経験と高い見識を有しておられます。

■ 加藤 �嘉一氏

　公認会計士および税理士として財務、会
計、税務に関する豊富な経験と専門知識な
らびに他社の社外監査役や社外取締役とし
ての経験をお持ちです。

■ 根本 �博史氏

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議

統括
責任者

監督機関
（取締役） 執行機関

（執行役）

取締役会
議長

会計監査人

選任・解任

選定・監督

指揮・監督

報告

選任・解任

報告

内部監査

内部監査

選任・解任・不再任
報告

横断施策の
立案・実施

連携

監査

取締役
選任・解任
議案決定

選定・解職

報告

執行役

経営会議

代表執行役

指導・助言 顧問弁護士

株主総会

内部監査室

各部門
各グループ、本部

部門長

取
締
役
会

監査

連携

連携監査

監査委員会

報酬委員会

指名委員会
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6時間先までリアルタイムに
河川水位を予測

□ 安価かつスピーディに導入可能
□ Webから簡単に閲覧
□ 危険なときはメールでお知らせ
□ 天気予報の誤差も考慮

T O P I C S 当社は、見えない災害リスクを可視化・数値化し、安全・安心への解決策を
ご提案しております。防災支援に関する取り組みをご紹介します。

　激甚化する豪雨災害に備えリアルタイムで河川水位を予測する「RiverCast」を、東京大学と共同で開発しています。
豪雨時の河川水位を6時間先まで予測し、災害対応の意思決定を支援するシステムです。予測結果はWebサイトから閲覧
できるほか、水位の上昇が予測された際にはメールでお知らせすることもできます。本システムでは、過去の観測データか
ら直接水位予測モデルを構築する技術を採用しています。
　従来の手法では河川の形や流量を計測する必要がありましたが、本技術では水位計の観測値と雨量のみから将来の水位
を予測するため、中小河川に対しても安価かつスピーディに導入することが可能です。また、天気予報の誤差を考慮した
予測も可能で、現在の不安定な気象状況でも十分活用していただける技術です。
　本システムは自治体様やゼネコン様にご導入いただいているほか、2019年7月からは神奈川県川崎市内に設置されてい
る4カ所の水位計箇所において、本システムの現場実証をしています。

豪 雨 時 の 被 害 軽 減を目 指して

RiverCastのシステムイメージ

河川水位・
雨量データ

　地震などの災害発生時、通信網が途絶した状況下での情報収集を支援することを目的として、準天頂衛星システム「み
ちびき」が提供する衛星安否確認サービス「Q-ANPI」とスマートフォンによるアドホック通信技術「スマホdeリレー®」を
連携させる研究を進めています。この取り組みは、内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第2期「国家レジリ
エンス（防災・減災）の強化」の一環として実施しています。
　「スマホdeリレー®」は、Wi-Fi DirectやBluetoothなどのスマートフォン同士の直接通信手段を駆使して通信をリレー

（中継）することで、通信インフラがない場所でもスマートフォン同士でのコミュニケーションを可能にするものです。
　この「スマホdeリレー®」の通信機能と、「みちびき」経由で避難所の情報を収集する「Q-ANPI」の情報集約機能を組
み合わせることで、携帯電話網やインターネットが途絶した状況下でもPCならびにスマートフォンで入力した安否情報・避
難所情報をみちびき管制局に集め、災害対策本部における情報把握に役立てるシステムを開発しました。
　2019年6月には、これら2つの技術を組み合わせた試作アプリを用い、高知県総合防災訓練において実証実験を行うな
ど、実用化や機能の拡充に向けて研究・開発を進めています。

通 信 網 断 絶 時 の 情 報 収 集を支 援

　準天頂衛星システム「みちびき」とは、
準天頂軌道の衛星が主体となって構成
されている日本の衛星測位システムのこ
とです。GPSと同様、衛星からの電波
によって位置情報を計算します。

「みちびき」について

　「Q-ANPI」は、災害時における避難
所の情報を「みちびき」経由で管制局
に収集し、避難所運営を支援する衛星
安否確認サービスです。

「Q-ANPI」について

◀「スマホdeリレー®」と「みちびき」の
　 通信回線の相互補完関係

みちびき衛星

衛星管制局 災害対策本部

在宅避難者 在宅避難者

避難所

巡回者巡回者

管理者

Q-ANPI
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